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寺泊の町家における地域特性に関する研究
一チャノマの特徴からみる室空間構成の仕組み一
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　地域性に富んだ町家を読み解くことは、建築に留まらず、地域独自の生活や文化、地形等の

地域の風土を読み解くことと同義であると考える。新潟県長岡市寺泊の町家を対象とした。町

家のチャノマに着目して、独自の風土による特徴的な室空間構成の仕組みの一端を明らかにした。

寺泊の町家は、寺泊の地域特性が具現化した形態であると考える。

κ鯛β纏　　　　Macぬ量ya　　mode　of簸vi貧g　　Chanoma　　Partitioning　　Ts蝋mairi

　　　　　　　　町家　　　　住まい方　　　チャノマ　　　問仕切り　　妻入り屋根

暦，研究の背景と圏的　　　　　　　　　　　　　　　　　　窯．調査概要

新潟県長岡市寺泊（旧寺泊町）を対象として、町家のチャ　　　寺泊は、新潟県の海岸線中央に位置し、日本海に沿って

ノマに着目し、寺泊の町家における室空間構成の仕組みを　　街区が形成されている。北国街道沿いの松沢町から白岩を

探る。また、県内の妻入り町家と比較することにより、町　　調査対象地域とした㊤9．1）。出雲崎方面をカミ、新潟方面

家の類似及び特徴を見いだし、寺泊の町家における地域特　　をシモと呼ぶ。漁村として開かれた町であるが、西回り航

性を明らかにすることを目的としている。　　　　　　　　路等の寄港地、また北国街道沿いの宿場町としても栄えた。
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　調査は、20⑪7年4月～11月に寺泊の町家計17軒の実測　　　盤翻

による住戸平面・断面の採取、及びヒアリング調査を行っ　　瓢1

た（a昏2＞。また、2⑪07年U月～1月に新潟県内各地域の　　1隠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てドのフ
妻入り町家におけるチャノマの調査を行った（員g，3）。　　　　追一・8

3．寺泊の購家の蜜空間構成　　　　　　　　　　　　　　瓢1

　寺泊の一般的な町家は、主屋、付属屋ともに切妻・妻入　　TR－13

り屋根で、基本的な室構成は、一階オモテ側からミセーチャ　　1説

儀舞番丹 街臨 住戸形懲 建築年代 烹地

TR－01 松沢町2 独立往摺 1903葎 ハマ

TR－02 松沢町2 独立鐘居 大正初期 ヤマ

TR－03 上荒町 空き家 大正初期 ハマ

TR－04 上荒町 抽立住居 大正初期 ハマ

TR－Q5 上片町 独立住居 1943黛以蔚 ハマ

TR－06 片町 独立住居 1B70年 ヤマ

下R－Qフ 片町 独立生居 競治以降 ハマ

γR－08 大町 独立住居 〕900年頃 ヤマ

TR－09 上聞町1 独立住居 1889葎 ヤマ

TR－iO 上田町3 独立住居 1912年頃 ハマ

TR－11 ．ヒ田町3 独立生居 大正以降 ハマ

TR－12 厳町 空き蜜 不明 ヤマ

TR－13 蔵場町2 独立住居 1939年以前 ヤマ

TR－14 職場町2 狸立住居 玉90G奪頃 ヤマ

TR－15 磯町｛ 独立住居 1947年以前 ハマ

TR－16 磯町2 独立像居 不明 ヤマ

丁R彗6 白岩蕃 独立住居 明治朱頃 ハマ
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噸戸　　　蒸一＿、津川
吉田　　　　　　　，’

塾　　　1　　雛
燕　　　　　　　　　　　　　　　　ミ条

　　　　　　　　　　栃尾

ノマーネマーダイドコロと続く（金9．4）。チャノマでは、側　　　　　　　匁2調査住戸の概要　　　　　　593調査対馳

頂窓による採光方法が多く用いられる。ドマはオモテから　　　　　　一．
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寺泊のチャノマは諾鍛目に耀し注に接客に用　．1ヨぞ∴、ウ望｛li
いられるが、日常の団攣を行う住戸もみられた。チャノマ　　　　　　　1ゴ「け『’：険　　｛…　　1

には、神棚や仏壇、床の間が室の奥側に配され、上部は二　　夢肪向　　　　　磁、．
二階平面図

階までの吹き抜けとなる住戸が多い。チャノマとドマ間の

聞仕切りは、住戸によって有無が確認された（且g．5）。県内

13地域の妻入り町家では、チャノマとドマの問は建具に

よって仕切られており　仕切りのない住戸は寺泊の特徴と
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、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉、4　専泊の町家（TR－01）

いえる（簸急6）。尚、誼g。3に示した地域を妻入り町家とする。　　仕切りがなし唯戸　　　　　　　仕棚がある住戸

尋．妻入り町家におけるチャノマの系統分け

羅一噸．チャノマの分類

妻入り町家において、チャノマ上部の屋根の高さと、チャ

ノマに近接する庭から4つに分類した（愈g。7）。

、　　　　　　　　　，．　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿．＿．．＿」虹21鉱雲蝉生卿

13地域146軒の町家で統計を出すと、全体ではチャノマが

二階高のAタイプが半数を占めたが、地域によりタイプの　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
割合に違いがみられた。そこで、県内の町家を、信濃川流　　1

域系北側の黒崎大野、酒屋、曽根、小須戸、白根の5地域、

南側の加茂、吉田、燕、三条、栃尾の5地域、阿賀野川流

域系に位置する新潟、亀田、津川の3地域に分けた（且g．8）。

4一盆．チャノマの空間構成の違い

　信濃川流域系の町家は全体と同様にAタイプ、阿賀野川

流域系の町家は1階高で庭が近接するDタイプが大きな割

合を示した。チャノマの空間構成は流域系により大きく2

チヤノマと馨マの闘仕甥饗　　　　饗油　　　　　飽地域
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　　　　　　　“　　…　繭9，6　寺箔と罷地域のチャノマとドマの伴切り
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系南側の町家ではチャノマ麟が二β皆高で庭が近接する盤扉甑銑繭／」

町家が少なく、阿賀野川流域系の町家では一階簡で庭が近　　一……一｝　　　　　　　　　解含i磁系とチャノゼ謬イブ
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接する町家が多いことがわかる。信濃川流域系北側の町家

は、チャノマの屋根、庭の近接共に、儒濃川流域系南側と

阿賀野川流域系の町家の中間値程度の割合を示す。これ

は、河川による文化の伝播とともに町家の系統も合わせて

移り、地域に影響を及ぼしている為であると考えられる。

信濃用流域系の白根の町家（Aタイプ）、附賀野川流域

系の亀顕の町家（Dタイプ）を例に挙げ、チャノマ周辺の

空間構成を比較する。屋根の高さと近接する庭に加え、チャ

ノマと仏壇の位置関係、住戸問隙の共用に違いがみられた。

穐．9　白根の町家　　　　　　　　　　稻コ0　亀沼の町家

白根の町家では、ダシアイと呼ばれる住戸間隙の共用がみ　　　信灘；

られ、チャノマでのダシアイに仏壇が納められる（丘9、9）。

亀田の町家では、庭の近接により、チャノマに壁面が無く

なる為、段方向にずれた部屋に仏壇を置き、住戸間隙の共　　　醸動

用も行われない（愈9．10〉．舗縣ごとに、チャノマ確　　　　　匁略糠お1ナるチャノ鵬藪

問構成は類似する傾向にあるといえる（鰭，11＞。

寺泊の町家におけるチャノマは、二階高で屋根がかけら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菰g，12　各流域系及び寺泊のチャノマ

れ、Aタイプのチャノマが主となる。他地域の町家と同様　　「……フーτ一

に仏壇位置とチャノマでの住戸間隙の共用が確認される。

寺泊の町家と各系の町家を比較すると、チャノマでの要棄

において、寺泊が信濃州流域系と傾向として類似している

系競 地域
チヤノマの

@羅根陶

藏1ナカツ潔）

@の近機
仏壕

チヤノマでの
ｲ戸灘駿のi麹霧

栃梶 2階 X ○ △

三条 2階　　　　　　　× O 0
燕　　　　2階　　　　　　　× ○ △

藻礫 2階 × ○ ○

舶茂 2階 × ○ △
信濁耗

白根 2随 △ ○ ○

1」、須戸 2階 △ ○ ○

藍根 2購 × o ○

酒屡　　　2購 X △ △

大野　　　2階 X ○ ○

新潟 1階 ○ △ X
阿賀野1巨 亀i豫 1階 o △ ×

津川 歪階 △ △ X
匁質　各地域におけるチャノマの各要素

系貌 地域
チャノマの

@麗根寓
チヤノマへの

@鷹の選接
仏壕敏罎

チャノマでの

T戸鑓隷の共鶏

｝轡泊 2階 × ○ Q
儘濃ji流域系 2階 × ○ ○

阿賀野メ1硫域系 糟 ○ △ ×

ことは明らかである（最g。12）。　　　　　　　　　　　　　　　　　ド磯鯉　　寵

野璽葵奮鷺翻鶴雛墾盆，　　　婁駕繕
細瞭みられたチャノマとド禰仕切嚇　瞥翻＼

仕切りが無い場合をドマ開放型、上部に仕切りが見られな　　　　　　繋藪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リコ　ニ　　　　　　　　　　　へ
い場合をドマ半開放型、上下ともに仕切られる場合をドマ　　　偽13聞仕捌にょる分類とイ日り跡　　　員g麟分類と鵜りの閲係

▲　▲
ドマ　な　　　　　ドマギ　　く　

▲　▲
　　　　　曳吹き抜げなし〉

健芦番毎　　　　勢頚　　　　イ臼り

τ即餌　　　　　ドマ關放型 ○

駐゜2 ドマ醐放型 O
℃3　iドマ閉鎖型敬き抜けなし〉 ×

TR－04 ドマ囲鎖型（醐敏型） 鯵

τ段一〇5 ドマ閉鎖型 ×

τR℃6 ドマ朗鎖製伴閣敏型） 趣

TR－07 ドマ閉鎖型 X

丁恥08 ドマ賄放型 不明

聡一〇9 ドマ閉鎖型く吹き撫掩い ×

TR弓0 ドマ閉鎖型 x

TR－…i ドマ關放型 ○

TR－12 ドマ閉鎖型 X
τ決一捻　　　ドマ頚鎖型く吹き抜げなし〉 ×

漁司尋　　　ドマ寧覇放型 ○

了R－i5 ドマ罷敏型 o
TR－16 ドマ蘭敏型 ○

TR一η ドマ覇鎖型（翻敷型） 轡

閉鎖型の3つに分類した。仕切り方に違いがみられる要因

として、チャノマに設けられるイロリに着霞した（最9ほ3＞。

改築以前の形態を考慮に入れイロリの有無との関係をみ

る。イロリを持つ住戸はドマ開放型またはドマ半開放型

であることが分かる（鎗。14）。寺泊の町家のイロジは縦横

75◎～9◎（脇程度の大きさであり、魚を焼く、湯を沸かす、

暖をとる等に使われていた。チャノマにイロリを持っ住戸

では、煮炊きの為に排煙の必要があり、ドマ開放型及びド

マ半開放型のイロリからの排煙は、側頂窓から行われてい

る。つまり、排煙の為、チャノマとドマ間に間仕切りがな

い。ドマ開放型は、ミセとチャノマ問のドマに間仕切りが

あり、ミセに煙が流れない為の工夫がみられる。ドマ半開

放型は、チャノマとドマ問の1階部分に間仕鎚りがある為、

ミセに煙が流れる事はなく、ミセとチャノマ問のドマが仕

切られない。寺泊の町家では、チャノマでイ認りによる煮

炊きを行う住まい方が　間仕切りの有毎という形態の違い

ドマ開放型くTR一α）　　　　　　　　　ドマ半開放型σ只一望毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　、ノ「㈹り無し

　　　　　　　　　　　謎煙嚇灘π

　　　　　L」

イ朗　　画断醐醐り郁　　イ日リ　語一b醤醐

容　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　むト．

㌘

霧テ
1購平醤廻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟董平面襲

養g．朽　チャノマのイ日琴からの排煙

イ霞りの大きさ
用途地域

㈱　　フ舗　　㈱　　蔦¢　　30｛繍

寺油
i　　　　i　　　　i　　　　　　　● 煮敷き、湯沸し、畷講

樹軽

…　　；　　11　　　　　　　1　　　　　　　、

濁沸し、磯房

吉田
｝　　　　　　　　　　　　　1　　　　｝專　　　　　　　　　　　　　脚　　　　i 嶽炊巻、渦沸も、緩携

蓉根
l　　　　i　　　　　　　　　　　　　l　　　　i

灘沸し、磯房

大野

…　l　　　　　i　　　　口

鷺敷き、渦沸し、暖鰐

灘携
i　　、　　…　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　‘

湯沸し、暖驚

・　　　　　　　　ハ・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕎g．16　イロリの大きさと用途
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に影響している（最9・15）・　　　　　　　　黒鰍野でみられたイ。リ　勲賑でみられたイ。1）

　寺泊の町家のイロリとの比較をする為に、栃尾、燕吉臥　　　禦都勲鷹惣藁難銚講欝れ　嘉容芒窯に駿篇わ樂鰐騎灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ており、ガラリ窓であった。　　　　　　　　550mm程度である。
曽根、黒崎大野、津川の6地域について、チャノマでのイ

ロリの使われ方と大きさを調査した（且g．16）。各地域のチャ　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　1

ノマのイロリには大きさと用途に違いがみられ、縦横6◎0　　　　　　　≠－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　仕切り膚り　　一一r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　踊　　　　　イ霞リ
町家におけるイ副からの擁は・天窓から行われること一 @山π　　　　噸，他働側擁
が多く（員9。17）、この場合チャノマの間仕切り等に変化は　　財ロリの有鰍

みられず、排煙を必要としない小さなイロリの住戸も同様

であった。寺泊の町家のイロリは大型であり、他地域とは

異なる側頂窓から排煙を行うという特徴があるといえる。

騒一蹉．チャノマのイ陰りによる空間構成への影響
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　　　　　il　i
ドマ開放型　　　駐輝鯉醤禦

／＼イ・胤

でi　　…旧
　　　　　i’り△闇1

ドマ閉鎖型　　墜饗謄蟹

欝チャノマ付近の階段位置と主屋二階のつながり（且9。18）　　潴段位認r…”曝……’……霜…9’”｝　　　　　　　　i

　寺泊の町家では、チャノマ付近においてドマに平行に上

がる階段とドマに垂直に上がる階段がみられた。2種類の

階段をチャノマの間仕切りの型で分けると、ドマに垂直な

階段はドマ開放型のみでみられる。これは、ドマから遠い

ドマ平行 ドマ垂直 ドマ平行

壁に仏壇や床の聞が配され、チャノマとドマ問の間仕切り　　薮二麟………帽l　　　l’……’…1　　　　1““…二…「

の撫によ鷹段を置くことが朧な箇所が決まる為であ　∠＼　　∠＼∠＼合∠＼
る。また、主屋二階の廊下でのつながりをみると、主屋二　　　↑　　　i　　　　匿　　　暇　　　斜　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チャノマにおけるイ・りの撫とチャノマ付近の階段位　し一一磐一謡一一一一」　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　じの　ロロ　り　ヨリリのげゆ　　　ヨ　り　　　　けのロロヨげコ　　　り　　　
置、主屋二階のつながりの関係を整理する。イロリが有る　　匿一階の欄　　　…　　　　　　1広い纒鞭先1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠盧1箆ユ凱［団

階は齢している住戸と聯している住戸がみら紘　 ［郵難［華コ・…　疑聾［璽

ドマ開放型の住戸は、ドマ平行及びドマ垂直の階段位置と

なり、主屋二階は分離している。ドマ半開放型では階段位

置はドマ平行であるが、二階はドマ開放型と同様に分離し

津驚功｛一…－i・一．一一、，一一一一一＿．…L……

；］璽』i…降戦　1 ・戦1翻

ている。イロリが無い住戸は、ドマに平行な階段が配され、　　　　　　　　　　　　爵918階段と二階のつながり・二階の格の関係

二階が連結される。両者の差異は、イロリの有無であり、　　寺泊の町家にみられるチャノマとドマの間の間仕切りが

排煙の為にドマ上部に廊下を設けていないと考えられる。　　設けられない町家は、県内妻入り町家において特徴的な空

蟹主屋二階の格式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問である。チャノマとドマの間仕切りは、チャノマに設け

　寺泊の町家における主屋二階には、格式の高い部屋が配　　られたイロリの有無と関係しており、イロリがある住戸で

される。二階が分離している住戸は、チャノマ周辺の階段　　は、間仕切りがなくなる。チャノマとドマの間仕切りの有

から上がるオモテニカイが格式の高い部屋とされる。二階　　無は、階段位置、オモテニカイとウラニカイのつながりに

が連結している住戸は、格式の高い住戸は主にウラニカイ　　影響している。主屋二階の格式の高い部屋は、チャノマか

が格式が高い部屋とされていたが、オモテニカイの住戸も　　ら移動動線を確保出来る部屋であり、より広い部屋が用い

数戸みられた。主屋二階の格式は一様に決まるものではな　　られること考察する。

く、オモテニカイとウラニカイの両方で確認できた。　　　　　寺泊の町家では、チャノマにおける大型なイロリを用い

6．まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た住まい方、山と海に挟まれた傾斜地という立地条件等

　県内妻入り町家は、チャノマの空聞構成から信濃川流域　　独自の風土による特徴的な室空間構成の仕組みを明らかに

系と阿賀賢川流域系に傾向を分けることができ、寺泊の町　　した。寺泊の町家は、寺泊の地域縛腔が具現化した形態で

家のチャノマは信濃川流域系と類似していた。　　　　　　　あると考える。
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